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一

　

は

じ
め

に

　

解
・

行
と

は
、

一

般
的
に

は

教
義
の

理

解
と

観

法
の

実

践
の

意
で

あ

る

が
、

華
厳
教
学
に

お

け

る

解
境
・

行
境
は

仏
の

境
界
を

意

味
し

、

『

華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（
1）

厳
経
』

の

世
界
観
を

表
す
重

要
な

概

念
の
一

つ

で

あ
る

。

本
論
で

は
、

華
厳
教
学
の

基
礎
を

確
立

し

た

智
儼
（

六
〇

二

〜
六

六
八
）

の

著
作
に

お

け
る

解
・

行
と
い

う
概
念
の

変
遷
を
明
ら

か

に

す
る

こ

と

で
、

そ

れ

が

智
儼
自
身
の

思
想

展
開
に

及
ぼ

し
た

影
響
に
つ

い

て

考
察
す
る

。

二

　
『

捜
玄

記
』

、

『

孔
目

章
』

に

お

け
る

解
・

行

　
ま
ず

、

智
儼
の

最

初
期
の

著
作
で

あ
る

『

捜
玄
記
』

と
、

晩
年
の

『

孔

目

章
』

に

お

け
る

解
・

行
の

用
例
を

確
認
し
た
い

。

 
十
平
等
法
の

解
・

行

　
『

捜
玄
記
』

の

六

十
『

華
厳
』

十
地
品
・

第
六

地
の

註
釈
中
で

は
、

次
の

よ

う
に

解
・

行
の

語

が

用
い

ら

れ

て

い

る
。

明
二

十
平
等
法
ハ

有
二

二

種
意

』

　一
、

解
境

。

二
、

行
境

。

言
二

解
境一

者
、

即

此

十

門
為
二

所
軌
法
』

不
住
道

下
、

明
二

所
依
行
観
門
方
便
』

言
二

行
境一

者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
ユ　

即
十
平
等
是
観
解
初

。

不
住
道
下

、

明
二

観
成
相
』

　
六

十
『

華
厳
』

で

は
、

第
五

地
を

具

足
し

た

菩
薩
は

十
平
等

法
を

観

じ
、

「

不
住
道
」

よ

り
下

、

す
な

わ

ち
「

亦

不
レ

住
二

其
中

』

欲
レ

具
コ

足

無
上

菩
提

法一

故
。

」

以

降
に

説
か

れ

る

十
種
三

昧
を

得
て

、

第
六

地

に

　
　
　
　
　
　
　
（

3
）

入
る

と

さ

れ

て

い

る
。

智
儼
は

、

十
平

等
と
い

う
観
法
と

そ
の

結

果
得

ら

れ
る

十

種
三

昧
の

関
係
に
つ

い

て
、

十
平
等
を
所
軌
の

法
、

三

昧
を

依

り
ど

こ

ろ

と

な

る

観
門

の

方

便
と

見
る

の

が

解
境
で

あ
る

と

す
る

。

そ

れ

に

対
し

て
、

行
境
で

は
、

十

平
等
は

観
法
に

よ
っ

て

得
ら
れ

る

解

の

初
段
階
で

あ
り

、

三

昧
は

観

法
が
完
成
し

た

相
で

あ
る

と

し

て

い

る
。

こ

の

第
六

地
の

経
文
は

、

解
境
に

お
い

て

は

修
行
者
が
依
る

べ

き

教
え

と

し
て

客

観
的
に

理
解
さ
れ

、

行
境
で

は

主

観
的
な
体
験
の

記
述

と

し

て

把
握
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

ゆ

え
に

、

こ

こ

で

の

解

境
・

行
境
は

、

修

行
者
の

理
解
と

実
践
の

意

味
で

用
い

ら

れ
て

い

る
と

考
え
ら

れ
る

。
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二

種
唯
識
の

解
・

行

　

ま
た

、

同
じ

く

『

捜
玄
記
』

の

第
六
地
に

対

す
る

註
釈
に

お
い

て
、

唯

識
に

は

梨
耶

唯
識
と

意

識

唯
識
の

二

種
が

あ

る

こ

と

が

説
か

れ
、

そ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
4

）

の

中
で

解
・

行
の

概
念
が

用
い

ら

れ
て

い

る
。

　
唯
識
者
有
二

二

種
勾

一
、

梨
耶
識、

持
生
二

諸

法
一

離
レ

識
即

無
。

二
、

明
二

意

　
識
唯
識

」

生

死

涅
槃

、

染
浄
等
法、

現
1
仕

意
地

」

離
レ

識
即

無
。

梨
耶
唯
識

、

　
始
是

解
境

、

非
二

行
所
依
』

意
識
唯
識、

此

終
即
是
正
解
所
依

。

心

終
、

意

　
　

　
　
　

　
ロ
ら　

　
始

、

反
レ

前
可
レ

知
。

　
梨

耶
唯
識
は

第
八

識

が

種
子
を

持
つ

こ

と

で

諸
法
が

生

ず
る

と
い

う

側
面
か

ら

唯
識
を

説
き
、

意
識
唯
識
は

第
六

識
に

諸
法
が

現
在
し

て

い

る

と

い

う
状
態
か

ら

唯
識
を

説
く
も
の

で

あ
る

。

両
者
の

関
係
は

次
の

よ

う
に

図
示

で

き
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
意

識

唯

識

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
梨

耶

唯

識

　

第
八

識
は

解
の

所

依
で

あ
る

智
慧
と

等
し

く
、

第
六

識
は

行
の

所

依
、

す
な
わ

ち

修
行
と
い

う
行
為
の

依
り
ど
こ

ろ

で

あ

る

現
象
世

界
と

し

て

捉
え
ら

れ
る

。

な

お
、

智
儼
は

『

孔
目

章
』

で

も
二

種
唯
識
に
つ

い

て

言
及
し

、

そ
こ

で

は

二

種
唯
識
と

は

解
唯
識
と

行
唯
識
で

あ
る

と

　
　

　
（

6）

し

て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

、

『

捜
玄

記
』

の

第
八

識
と

第
六

識
の

関

係

を
、

『

孔
目
章
』

で
は

解
境
と

行
境
の

関
係
と

し

て

再
定

義
し

た

た

め

で

あ

り
、

こ

れ

は

晩

年
の

智
儼
に

と
っ

て

解
・

行
の

概
念
が

よ

り
重

要
な

智

儼
に
お

け
る

解
・

行
の

変
遷
（

櫻

井）

も
の

と

な
っ

た

こ

と

を

示
唆
し
て

い

る
と

考
え
ら

れ
る

。

 
二

種
十
仏
の

解
・

行

　
『

孔
目
章
』

に

説
か
れ

る

解
境
・

行
境
の

二

種
十
仏
説
の

成

立

に
つ

い

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

7）

て

は
、

す
で

に

木

村
清
孝
氏
に

よ

る

詳
細
な

研
究
が

あ
る

た

め
、

こ

こ

で

は

そ

の

成
果
に

基
づ

い

て
、

簡

単
に

そ

の

内

容
を

確
認
し

て

お

き
た

い
。

ま

ず
、

解
境
十
仏
と

は

十
地

品
に

説
か

れ
る

衆
生

身
よ

り
始
ま
る

十

種
の

身
を

指
し

、

こ

れ

は

第
八

地

の

菩
薩
が

知
り

、

ま

た

所
化
の

衆

生
に

随
っ

て

現
す
と
こ

ろ

の

身
で

あ
る

と

さ
れ

る
。

行
境
十
仏
と

は

離

世
間
品
に

お
い

て

菩
薩
が

行
の

完
成
時
に

見
る

仏
で

あ
り

、

「

根
源
的
な

仏
そ
の

も
の
」

を

意
味
し

て

い

る

と

い

う
。

こ

の

二

種
十
仏
説
に

お

け

る

解
境
・

行
境
は

、

仏
の

境
界
と
い

う
意
味
を

有
す
る

と

い

う
点
で

、

『

捜
玄

記
』

の

解
・

行
と
は

明
確
に

異
な
る

と

言
え
る

。

三

　
『

金
剛

般
若
経
略
疏
』

に

お

け
る

解
・

行

　
『

捜
玄
記
』

と

『

孔
目
章
』

に

お
い

て
、

解
・

行
と
い

う
術
語
は

以

下

の

三

つ

の

意
味
で

用
い

ら

れ

て

い

た
。

 
修
行
者
の

理

解
と

実

践
。

 
解
・

行
の

所
依
で

あ
る

第
八

識
と

第
六

識
。

す
な
わ

ち
、

解
の

主

体

と

な

る

智
慧
と

、

行
の

依
り
ど

こ

ろ

と

な

る

現

象
世
界

。

 
仏

の

境
界

と

し

て

の

解
境
・

行
境

。

こ

の

う
ち

、

第
三

の

用
例
は

、

そ
の

意
味

内

容
や

著
作
の

成
立

時
期
か

ら

見
て

も
、

他
の

二

つ

と
は

隔
た

り
が
あ
る

。

し

か

し
、

こ

れ

ら
の

解
・

行
の

意
味
に

は

連

続
性
が

あ
り

、

そ

れ

を

示

す
の

が
、

次
の

『

金

剛
般

若
経
略
疏
』

の

記
述
で

あ
る

。
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智
儼
に

お

け
る
解
・

行
の

変
遷
（
櫻

井
）

仏
言、

乃
至

、

云

何
住
云

何
修
行
下、

約
二

其
行
事一

弁
一
三

種
般
若

』

又
、

前

解
者

、

即

約
二

正

説
法
身
4

又、

後
証
行、

即
約
一
正

証

法
身
適

此
可
レ

思
レ

準

レ

炬
・

　
『

金
剛
般
若
経
略
疏
』

で

は
、

本
論
に

あ
た

る

解
釈
分
の

科
段
を

、

「

約
二

解
心
［

顕
三
二

種
般
若

」

と

「

約
二

其

行
事一

弁
三
二

種
般
若
」

と
に

二

分
し

、

解
は

正

説
法
身

、

行
は

正

証
法

身
の

立

場
に

そ
れ

ぞ

れ

対
応

す

る

と
し

て

い

る
。

こ

の

二

つ

の

法
身
が

如
何
な
る

も
の

で

あ
る

の

か
に
つ

い

て

は
、

『

金

剛
般
若
経
略
疏
』

で

は

詳
ら

か
で

な
い

が
、

真
諦
訳
『

仏

性
論
』

に
、

こ

れ

に

近
い

名
称
を
持
つ

二

種
の

法
身
が

説
か

れ
て

い

る
。

諸
仏

法
身
有
二

二

種
」

一
、

正

得
。

二
、

正

説
。

言
二

正

得
法
身一

者
、

最
清
浄

法
界

、

是

無
分
別
智
境

。

諸
仏

当
体

、

是
自
所
レ

得
法

。

二
、

正

説
法
身
者、

灘

聾
此

糞
清
浄
法

界

正

流

垢
所
化
衆
生

識
生
、

名

為・
正

説

　

無
分
別
智
の

境

界
で

は
、

諸
仏
の

当
体
こ

そ

が

得
る

と
こ

ろ

の

法
に

他

な
ら

な

い

か

ら
、

そ

の

よ

う
な
観

点
か

ら

見
た

法

身
を
正

得
と

呼

び
、

ま
た

、

法
界
が

流
出
し

て

所
化
の

衆
生

の

識

を

生

成

す
る

と
い

う

側
面
を

正

説
と

言
う

。

こ

の

定
義
は

、

『

孔
目

章
』

の

二

種
十

仏
説
と

非

常
に

近
い

関
係
に

あ

る
。

つ

ま
り

、

『

金
剛

般
若
経
略
疏
』

で

「

解
心
」

に

あ
た

る

正

説
法
身
は

、

仏

が

衆
生
の

た

め

に

現

す
身
で

あ
る

解
境
十

仏
と

、

「

行

事
」

に

あ
た

る

正

証
（
正

得
）

法
身
は

、

仏
そ
の

も
の

を

意

味
す
る

行
境
十

仏

と
、

そ
れ

ぞ

れ

類
似
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

『

金
剛
般

若
経
略
疏
』

で

は
、

修
行
者
の

視
点
と

仏

の

境
界
と
い

う
異
な
る

立

場

を
、

解
・

行
と
い

う
語
を
接

点
と

し

て

結
び
つ

け
て

い

る

が
、

こ

れ

は

『

捜
玄
記
』

に

は

見
ら

れ

な
い

記
述
で

あ
る

。

『

金

剛
般

若
経
略
疏
』

と

他
の

著
作
と
の

前
後
関
係
は

は
っ

き
り
し

な
い

も
の

の
、

解
・

行
の

意

義
の

展
開
か
ら

考
え

れ

ば
、

『

捜
玄
記
』

、

『

金

剛
般

若
経
略
疏
』

、

『

孔
目

章
』

の

順

に

成
立

し

た

と

推
測

す
る
こ

と

が

で

き
る

。

何
故

、

智
儼
は

解
．

行
と
い

う
語

に
、

仏
の

境
界
と
い

う
意
味
を
付
し

た
の

だ
ろ

う
か

。

こ

の

こ

と
に
つ

い

て
、

智
儼
が

『

金
剛
般
若
経
略
疏
』

の

科
段
を
「

約
ニ

　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

解
心
一
」

と

「

約
二

行
事
一
」

と

し
て

い

る
こ

と

を
手
が

か

り
に

考
察
し

て

み

た
い

。

　

解
心
．

行
事
の

意
味
と

関
連

す
る

と

思

わ

れ
る

の

が
、

前
節
 
に

挙

げ
た

『

捜

玄
記
』

の

二

種
唯

識

説
に

お

け
る

解
・

行
の

用

例
で

あ
る

。

こ

の

『

捜
玄
記
』

の

説
は

、

六

十
『

華
厳
』

十
地

品
・

第
六

地
の

「

三

界

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
10
）

虚

妄、

但
是
心

作
。

十
二

縁
分

、

是
皆

依
レ

心
。

」

よ

り
始
ま

る
一

節
に

対
す
る

註
釈
中
に

論
じ
ら

れ

て

い

る
。

智
儼
は

、

第
六
地
の

経
文
を
『

十

地

経
論
』

の

説
に

従
っ

て

十
に

分
け

、

上
述
の
一

節
は

、

依
止
一

心

観

と
〔

聖
つ

観
門
に

あ
た

る

と

す
る

。

依
止
一

心

観
と

は
、

「

治
二

彼
外
境
自

性
執

」

と

言
わ

れ
る

よ

う
に
、

三

界
は

心
、

つ

ま
り
阿
梨
耶
識

の

は

た

ら

き
に

他
な
ら

な
い

と
い

う
こ

と

を

知
り

、

法
空

を

悟
る

た

め

の

観

法

で

あ
る

。

六
十
『

華
厳
』

の

経
文
は

、

さ

ら
に

「

所
以
何
者

、

随
レ

事
生
二

欲
心

』

是
心
即
是
識

。

事
是
行

。

行
二

誑
心
一

故
名
二

無

明
』

」

と

続
き
、

こ

こ

で

の

「

心
」

は

染
心
で

あ
り

、

物

事
に

従
っ

て

欲
望
が

生

ず
る

と

い

う
煩
悩
の

原
因
を

説
明
し

て
い

る
。

よ
っ

て
、

六
十
『

華
厳
』

の

文
脈
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に

即
す
れ

ば
、

「

行
事
」

と

拡
迷
い

の

世
界
に

お

け
る

は

た

ら

き
と
い

っ

た

意
味
に

な

る

で

あ
ろ

う
。

し

か

し

な

が

ら
、

中
国
に

お
い

て

は
こ

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

「

心
」

は

真
心
の

意
味
も
含
む
と

考
え

ら

れ

て

い

た

の

で

あ
り

、

智
儼
も

『

捜
玄

記
』

で

は
こ

の

「

心
」

に
つ

い

て
、

欲
心
で

あ
る

意
識

と
、

本
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

13
）

で

あ
る

阿

梨
耶
識
の

二

義
を

含
む

と

主

張
す
る

。

そ
こ

か

ら
、

本
来
は

煩
悩
の

作
用
で

あ
る

「

事
」

、

す
な

わ

ち

現
象
世

界
は

、

同
時
に

仏
果
の

作
用
で

も
あ
る

と
い

う
発
想
が

生

ま
れ

、

『

仏
性
論
』

の

二

種
法
身
と
の

類
似

性
を
考
え
る

に

至
っ

た

と
推
測
さ

れ
る

。

四

　
結
び

　

智
儼
に

お

け
る

解
・

行
と

い

う
術
語
は

、

修
行
者
の

解
・

行
か

ら
、

仏
の

境
界
と
い

う
意

味
で

も
用
い

ら

れ

る

よ

う
に

な
り

、

そ
の

転
換
点

は

『

金
剛
般

若
経
略
疏
』

に

あ

る
。

『

金
剛
般
若
経
略
疏
』

の

解
心
・

行

事
と
い

う

科
段
は

、

十
地

品
の

三

界
唯
心
の

経

文
に

基
づ

く
と

推
察
さ

れ
、

智
儼
は

『

金

剛
般

若
経
』

の

構
成
を

解
か
ら

行
へ

と
い

う
修
行
の

次
第
と

し

て

把
握
し

よ

う
と

す
る

と

同
時
に

、

法
身
の

は

た
ら

き
と

い

う
側
面
か

ら
も

捉
え
よ

う
と

す
る

。

こ

の

こ

と

は

解
境
十
仏
の

出
現
と

も

関
連
し
て

、

晩

年
に

か

け
て

の

智
儼
の

関
心
が

事
の

側
面
に

向
か
っ

て

い

た

こ

と

を

示
し

、

後
の

華
厳
教
学
に

お

け
る

事
と
い

う
概
念
の

重

要
性
に

も
繋
が
っ

て
い

っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

1

鎌
田

茂
雄
「

華

厳
哲
学
の

根
本
的
立

場

−
法
蔵
に

お

け

る

実
践
の

解

智
儼
に
お

け
る

解
・

行
の

変
遷
（

櫻

　
井）

1312111098765432
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 参 明

　　大 大 大 　　大 大 　　大 照 1
」 、

舘
野
正
生

「

解
・

行
の

用
例
に

見
る

法
蔵
華
厳
思
想
の

形
成
」

、

　
正
三

五
・

六
〇

頁
下

。

大
正

九
・

五

五

八

頁
中
〜

五
五
九

頁
中

。

玉

城
康
四

郎
『

心
把
捉
の

展
開
』

六
二

五

〜
六
四

二

頁
、

参
照

。

　
正
三

五
・

六
五

頁
中

。

　
正
四
五
・

五

四

七

頁
中

。

木
村
清
孝
『

初
期
中
国
華
厳
思
想
の

研
究
』

四

六
〇
〜
四

八
五

頁
、

参
照

。

大
正
三

三
・

二

四

〇

頁
中
下

。

　
正
三
一
・

八
〇

八

頁
上

中
。

　
正
九
・

五

五
八

頁
下

。

　
正
三
五
・

亠

ハ

四

頁
中

。

鎌
田

茂
雄
『

中

国
華
厳
思

想
史
の

研
究
』

五

〇

二

〜
五

〇
九

頁、

参
照

。

大
正
三

五
・

亠

ハ

四

頁
下
〜
六
五

頁
上

。

〈

参
考
文
献
〉

鎌
田
茂
雄
「

華
厳
哲
学
の

根
本
的
立

場

−
法
蔵
に

お

け
る

実
践
の

解
明

ー
」

　
（
中
村
元

編
『

華
厳
思
想
』

法
蔵
館、

一

九
六

〇
年、

四
一

九
〜

四

四
九

頁
V

鎌
田
茂
雄
『

中
国
華
厳
思

想
史
の

研
究
』

（

東
京
大
学
出
版
会

、

一

九
六
五

年
）

玉

城
康
四
郎
『

心

把
捉
の

展
開
』

（

山

喜
房
仏

書
林

、

一

九

六
一

年
）

木
村
清
孝
『

初
期

中
国

華
厳
思
想
の

研
究
』

（
春
秋
社、

一

九
七
七

年）

舘
野

正
生

「

解
・

行
の

用
例

に

見
る

法
蔵

華
厳
思
想
の

形
成
」

（

『

財
団

法
人

　
松
ヶ

岡
文
庫
研

究
年
報
』

一

四

号
、

二

〇
〇

Q
年

、

七
五

〜
九
七

頁）

〈

キ
ー

ワ
ー
ド

V

　

智
儼、

『

金
剛

般
若
経
略
疏
』

、

二

種
十
仏
説

、

依
止
一

心
観

　（
早
稲
田
大
学
大
学
院）
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